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1.は じめ に

発話における丁寧さというのは、敬語の使用や語形などの表現形式上の丁寧さだけでは

物足 りず、意味の上での丁寧さについて も考慮しなければならない。例えぱ、(日本語学

習者が先生に向かって〉「先生 もコーヒー召 し上が りたいですか。」あるいは、「先生、夏

休みには何をなさるおつもりですか。」と質問 した場合、表現形式としての待遇レベルは

高 く、問題のない発話のように感 じられるが、敬語表現の観点から見ると、本質的に丁寧

な表現ではなく、かえって聞き手に失礼な感 じを与えてしまう・これは、日本語学習者が

問違 った敬語表現 を用いた り、敬語を必要とする場面で使用できなかった場合よりも、聞

き手が失礼だと感 じたり、話 し手 と聞き手の関係に大 きな摩擦や トラブルを引 き起こす恐

れがある。

このような 「失礼にならないこと」 という視点に立った日本語教育には、従来の狭い意

味での 「敬語」を越えた語形や表現形式に、意味の上での丁寧 さを加えた広い意味での

「待遇表現」、「待遇コミュニケーション」(蒲 谷他2003〉 の指導が、聞き手に対 して不快

感や失礼な感じを与えないためにも不可欠であると考えられる。その一つに、聞き手の私

的領域1の 制限(鈴 木1997)に 関する報告があり、聞き手の欲求 ・願望 ・意志 ・能力 ・感

情 ・感覚などが制限の強い領域に属するとしている。ここではその私的領域の制限の中で、

日本語学習者が学習の初期の段階で学び、また、日常生活などにおいても必要 とするであ

ろう意思 ・希望表現に焦点を当て、韓国人日本語学習者を対象にアンケー トを実施 して、

その表現方法について分析する。この結果を基に日本語学習者への効果的な学習方法の提

案を行うことを試みる。

2.研 究 目的

「待遇表現」には敬語の使用 と相手への配慮を含めた意味の上での丁寧さを考慮 した発
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話が必要 であることは既に触 れたが、本稿 では、 よ り重 要で 日本語学習者 には難 しい と思

われ る、意味 の上での丁寧 さを考慮 した発話 について韓国人日本語学習者 を対象 に考察す

る。

意 味の上 での丁寧 さを考慮 した研究例 の中で、待遇 レベルの高い場面 での 日本語学習者

の 「～たい」、「～ほ しい」や 「～つ もり」 を用いた疑問文に よる相手の意思 ・希望 を直接

尋 ねる表現 は、多 くの文献(鈴 木1989、1997、 熊井1989、 大 石1996な ど〉 で失礼 になる

こ とが指摘 されている。 これ らの報告 は、特 に目上の人 に対 して失礼 になる表現 であ ると

指摘 しているが、この意思 ・希望表現 に関する日本語 と韓国語の対照研 究を始 め、その結

果に基づいた 日本語教 育への提案な どはほ とんどされていない・

本稿で は、「コ トバ」 レベ ルで の指摘 に留 まらず 、考 察範 囲を広 げて 「文章」 レベ ル と

して、電子 メール(E-mail)に よる意思 ・希望表現 について調査す る と共 に、その結果 の

分析 を進め詳細な考察 を加 えて 日本語教育への提案 を行 う。

まず韓国人 日本語学 習者 を対象 に、疑問文 における意思 ・希望表現 の使用についてア ン

ケー ト調査 を行 う。この調査結果か ら、疑問文 での意思 ・希望表現が適切 であるためには、

どの ような表現 を用 いれば良いか、 どうい った表現が 「失礼」 にあたるのか、「失礼 」に

な らないた めには どの ような待遇的配慮が必要であるのか、また、 これ まで問題 にな りや

すい とされ てい る 「～たい」 や 「一つ も り」 を用 いて相手の意思 や希望 を尋ね る表現 は、

いつ も失礼 な表現 になるのか、な どについて も考察する。さらに、その成果 を日本語学習

者(主 に韓 国人 日本語学習 者)に 対す る待遇表現指導の際に生かすための方法 について考

察 し、 日本語教育への提案 を行 うことを目的 とす る。

3.待 遇表現 と しての意思 ・希望表現

待遇 表現 とい うと、 まず最初に敬 語を連想す る人も少な くないであ ろう。待遇表現 を単

純 に、敬語 を用いて表現す る丁寧な言い方の一つ であ ると考えるこ ともで きるが、これ だ

けで定義す る ことはで きない。それでは、敬語 を使用すれば どの ような内容 の質問で も、

丁 寧 にな り失礼 さは無 くなるのであろ うか、次の例から考 えてみたい。

① 先生、 コーヒーお飲み にな りたいですか。

② 先生 、ゴー ルデ ンウィー クには何 をな さるおつ もりですか。

この2つ の例 は正 しい敬語表現 であるに もかか わらず、いずれ も聞 き手(先 生 〉は失礼

だと感 じるであ ろう。その ように感 じられる理由の一つ に、目上の 人に 「意思」や 〔希望」

を直接尋 ねている点がある と考 え られ る。

この ように、「丁寧 に話す」 ためには、単 に 「です ・ます」 を文 末 に用い る表現 や、尊

敬語 ・謙譲語な どを正 しく用 いた表現 を使用す るだけでは十分では な く、意味の上での丁

寧 さについて も考慮 しなければな らないのであ る。 さらに、その敬語表現 に加えて、その

言 語が使われている社会での言語 表現 に対す るあ る種 のルール(決 ま り事)も 考慰 しなけ

ればな らない。

例えば 日本語に よる表現で は、 目上 の人に対 して以下 に示 す特徴が見 られ る・

① ね ぎらい衷現 を使ってはいけ ない

例 えば、「ご苦労様で した。」 など。
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② 意思 ・希望 を直接尋 ねてはいけない

例えば、「先生 もコー ヒーお飲み にな りたいですか。」、

「週末は何 をなさるおつ も りですか。」 な ど。

③ 恩恵 を与える表現 を使 ってはいけ ない

例 えば、「私が持 って きてさ しあ げます。」 な ど。

これ ら3つ に代 表 され るルールに従 う必要 もあ ることを理解 しておかなければ、本 当の

意味での丁寧な表現 にはならないであろ う。特 に、意思 ・希望 表現 に関 しては、敬語 を多

用 して丁寧 に表現 して も、本当の意味での丁寧 さにつながる とは言い難いのである。繰 り

返 しになるが、失礼 さを無 くすため には、表現だけ を丁寧にすれば良い とい う問題ではな

い とい うことが言 える。丁寧 に表現す るため には、 もちろん敬 語 に関す る知識 を有す るこ

とは重要であ るが、その前 に、その言葉が使われてい る国の文 化や習慣 を理解 してお くこ

とも、気持 ちを相手に丁 寧に伝 えるため には非常 に重要な ことであ る.こ の ような理 由か

ら考 えれば、待遇表現 としての意思 ・希望表現 の 「適切 さ」、言 い換 えれば 「失礼 にな ら

ない表現」 とい うのは、「敬語」 の使用 よ りも、 む しろ 「聞 く事 柄 の適切 さ」 や 「表 現の

適切 さ」が重要であ り、その 「適切 さ」 によって本当の意味で丁寧で あるか どうかが判断

されるのであ る。

4.研 究方法

本稿 では、これ まで対象 とされてい た 「コ トバ」 レベ ルでの考察 か ら範 囲を広げて 「文

章」 レベル を扱 うために電子 メール による意思 ・希望表現 について調査 を行 い考察す る 。

電子 メールによる表現が難 しい ところは、相手 の反応が その場で確認 で きないところにあ

る。このため、実際の コ ミュニケーシ ョンとは異 な り、すべ ての表現 が文 章に頼 らざるを

得ない ことか ら、語彙 の選択 や表現 に配慮 や工夫が必要 であ る と考 え られる。先行研究 に

おいて も、 日本語で は 目上の人 に対 して、「直接 その人の意思 ・希 望 を聞 く表現 は失礼 に

な る」 ことが指摘 されているが、椙手 と行動 を共 にする場 合や相 手の要望 に応 えなけれぱ

な らない場合な どでは、意思 ・希 望 を聞 く必要 がある。 そのよ うな場 合に韓国人 日本語学

習者は、失礼 にな らない表現 を用いる ことを考慮 し、 また工夫 をしているのだろ うか。 そ

こで、 この問題を明 らかにするために、電子 メール とい う媒体 を用いて相手の意思 ・希望

を聞 く場合の疑問文が 、実際に どの ように使われているのかをア ンケー トを実施 して分析

を行い、次 に示 す観点 か ら考察 を行 う。

(1)相 手 レベ ル～+1の 人の 「希望」 を直接尋 ねている文 が失礼 にな らない ため にはど

の ような工 夫をすれぱ良いのか。

(2)椙 手 レベル+1の 人の 「意思」 を直接尋 ねている文が失礼 にな らないためには どの

ような工夫 をす れば良いのか。

〔3〉「たい」や 「～つ もり」 を使 用す るこ とな く、相手 レベ ル+1の 人の意思 ・希望 を

引 き出すために どのような工夫 をしているのか。

〔の その他に失礼な感 じを与 えてい る表現は母語の影響 と関係があ るのか・
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4.1ア ンケー トの設定 内容 と意図 したこ と

ア ンケー トは、相手 レベル+1は 先生、相手 レベル ー1は 親 しい友人 とい う二つの設定

で・その相乎か ら届い たメールを読 んで 、指示 した3つ の質問 を含めて返事 の メールを作

成 して もらう内容であ る。

なお、ア ンケー トを依頼 した時期 により、季 節の挨拶 は異 なる場合 もある。

(1)相 手 レベ ルー1の 場合

日本人の友達が学会に参加す るために ソウルに来 ます。 あなた は友達が ソウルに滞在す

る閲、案内する ことを約束 しました。その友達 か ら次 のよ うなメールが届 きました。

OOさ んへ

元 気 に して る?

ソ ウル の 案内 を して くれ る とい うメ ール も らっ て とて も嬉 しか った よ。初 めて の ソ ウル だ

か ら心 配 して た ん だ け ど安 心 した よ。学 会 が 終 わ っ て も何 口か 時 問 が あ るか ら、 ソウル の

観 光 も してみ た い な … 。 本 場 σ)韓回 料 理 も楽 しみ!待 ち遠 しい よ～。忙 しい び)にご め

ん ね 、 よ ろ しく。 じゃあ ね。

(2)相 手 レベ ル+1レ ベルの場 合

日本 で教 えて もらった大学 時代 の先生が ソウルで開催 され る学会に参加す るため韓国に

来 ます。あ なたは先生が ソウルに滞在す る間、案内する ことを約 束 しま した。その先生か

ら次の ようなメー ルが届 きました。

○ ○ 檬

旨い 日が続 い て い ます が 、 いか が お過 ご しで す か。

こσ)たび は、 ソ ウル σ)案内 をお 引 き受 け ドさ りあ りが と う ござ い よす。初 め て の韓 国 な の

で心 醍 してい ま したが 、お 蔭 様 で安 心 しま した.学 会 が 終 わ っ て も何 口か 時 間 が あ りま す

の で 、せ っか くの機 会 です か ら ソ ウル を観 光 してみ た い と思 い ます。本 場 の 韓 国の 料 理 も

食べ られ る し、待 ち遠 しい です。お忙 しい とこ ろ 中 し訳 あ りませ ん が 、お 肚話 に な りま す。

よろ しくヰ鍋1貞い しよす。

ア ンケー トは、それぞれ 日本人の友達 と日本 で教 えて もらった大学時代 の先 生が 、学会

参加のため韓 国に来る とい う設定で、それぞれに、(ア 〉何が食べ たいのか、 〔イ)何 処へ

行 きたいのか 、(ウ)い つ韓国 に帰るつ も りなのか 、の質問 を含めた返事 の メール を書 く

よう指 示 した。相手 レベルー1の 人の意思 ・希望 を直接 聞 くことは問題 にならない場合が

多い と思われるが、友達 と先生に 「同 じこ とを聞 く」 とい う設定 にするこ とで 、アンケー

ト対 象者に 「敬語 の使い方 を見る調査 である」 と認識 させ た。 また、質問 にあ えて 「～た

い」 や 「～つ もり」 という表現を用 いて指示 した理由 は、学習者の 「一たい」や 「～つ も

り」 に対す る意識 を確認 させるためである。 この表現 をその まま用いてアンケー トの内容

に答える人 と・友達 と先生 とで表現 方法 を区別す る人では、意思 ・希望表現 を使 った疑 問

文 に対 しての意識の違 いな どが見 られるので はないか とい う狙いがある。
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4.2ア ンケー ト調査の対象

本調査では、学習者の日本語の誤用分析は行わないことにするため、調査の対象は中級

後半から上級 レベルの 日本に留学 している韓国人 日本語学習者に限定 し、80人 にアンケ

ー トを行った。その学習者の滞在期間と学習期間の分布を図1、 日本語レベルの分布を図

2に 示す。
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図1怖 国 人 日本 語 学 習 者 の 滞 在 期 閏 と学 習 期 問 図2緯 国 人 日本 語 学 習 音 の 日木語 レベ ルの 分 布

の 分布

5.ア ン ケー トの結果 と考察

待遇表現として不適切な表現は、相手の意思や希望を尋ねる時に 「～たい」や 「～つも

り」などの言葉を用いた表現だけではないことが予想される.そ こで、待遇表現 として不

適切な表現を、コ トバレベル(言 葉の使い方で相手の私的領域に踏み込んだ例)と 事柄 レ

ベル(聞 く内容で相手の私的領域に踏み込んだ例)に 大別して考察を進める。

なお、本稿に引用されている韓国人日本語学習者のアンケー トの例は、誤用もあるが原

文そのままを掲載 した。

5,1コ トバ レベル

(1)「 ～ たい」 を使用 してい る例

① 「～たい」 を用いて相手の 「希望」 を尋 ねている例

()内 はア ンケー ト者番号

1 どこに行 き勲 のですな.(K25)

2 どこへいらっしやい挫 ので しょう蛮(K40)

3 ところで、何が召 し上が りた Ωので しょうか。(K70)

4 どこか行 きたい ところや召し上が りたい ものは ございませんか。(K15〉』一 一 丁『『一『7皿

5 お好きな食べ物やおいでになってみな』 場所などはあるでしょう赴?(K9)

6
召 し上が りたい ものやい らっ しゃいた いところが ございま した ら、どうぞ遠慮なく

㎜ 了冒『-目 ゴゴ■-目■冒…

お っ し ゃ っ て く だ さい.(K71)
『 『一 『『『τT『 『τ 『『一 『『r
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葺嬉、召 し上がりな身.}もの とか、行 き撫 ところとか ございま した ら、遠慮なく教

えてください。(K66)

申 し訳ないですが、一番召 し上が りたい韓国料理 とい らっしゃいたい ところをおっ

しゃって ください。(K11)

弦 っか くの旗会なので、韓国は二れが有名だか ら召 し上が り准怠 もの とか、い らっ

しゃい載 ところありま した ら、お話お堕公.」ま窯 。(K6)

「希 望」 は、聞 き手の私的領域の 中で も制限の強い領域 に位置す るため、「一たい」 を用

いて相手 の希望 を直接尋ね た場合 には、聞 き手は失礼であ ると感 じる。 「～たい」 を使用

してい る例 には、文末で言 い切 りの形で使 われてい る例 と、文中で連 体修 飾の形 で使 われ

てい る例が見 られた。その中か ら紙 面の関係で代表例 を示 した・

これ らの例 は、「～たい」 を用いて聞 き手の私的領域 に踏み込 み、希望 を引 き出 してい

る例で はあるが 、「～たい」 が使われ ている位置 によ り失礼 な感 じが軽 減 されてい ること

が分か る・例4～9の ように 「～たい」が文 中で連体修飾節 となる場合や仮定形 として使

われ た場 合には人称制限が希薄化 され、文末で言 い切 りの形で使 われた場 合(例1～3〉

とは異 な り、失礼 な感 じは しない との指摘 もあ る・窪田(1992)

そ れ か ら、「特 に」 や 「一 番」 の ような副詞 を併用す ることによ り、希望 の範囲 を狭め

相手 の私的領域 に踏み込むこ とを最小 限に留め ることで、それほ ど失礼 さを感 じさせない

ように した工夫(例7、8)が 見 られ た・ また、相手の希望 を尋 ねる ことに対 して一言断

る表現 を前 置 きとして使用 する工夫(例8〉 や、「せ っか くの機 会」 「これが有名 だか ら」

と言 う表現 で相手の趣味 ・趣 向を直接 問 うことな く、逆に韓 国の初訪 問を考慮 したような

表現(例9)で 失 札な感 じをを無 くす などの工 夫 も見 られた。

この ように、「～たい」 を用い た聞 き手の私的領域 に踏 み込 んだ質問であ って も、「～た

い」 の使用 されてい る位置や、敬語 の使用、相手 に配慮する表現 な どによ り失礼 さを軽減

す る方 法 もあ り、 これ らの方法 で丁 寧 さを保つ こともで きる・

② 「～たい」 を用 いないで 「希望」 を尋 ねている例

1

2

3

4

先生の叢好幽 を教えていただけた らと思います。(K26)

先 生の好きな料理を もてなしたいです が … 、

いませんか。(K5)

何 が良いかちょっ と教えてくだ さ

韓国の料理 もたくさん知 られてい ますが、その中でも好 きな ものがあった ら、遠慮

な く何でも言ってくだ さい。(K13)

今 、韓国はガムジャタンとい う食べ物が人気があります。(K2)

こ こ に示 した例 は、「～たい」 を用 いるこ とな く相 手の希望 を引 き出 している。例1-

3は 、 「何 が食べ たいのか」 とい う直接的 で具体的 な質問で はな く、「～たい」 とい う表現

を使用す る代 わ りに 「好み」や 「好 き」 とい う言葉 を用いて、相手の希望 を広範囲 に、か

つ 、間接的 に聞 いてい る。例4は 、希望 を聞 くこ とな く相手 に情報だ けを与 え、回答 を得
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ようとしてい る。上記 の例に見 られる ように、相 手の希望 を尋 ねる時 に、ト たい」 の代

わ りの言葉に よ り丁寧 さを保ちなが ら、希望 を引 き出せる方法 も存 在する。

(2)「 ～つ もり」 を用いて相手の 「意思」 を直接尋ね てい る例

1

2

3

いっ 日本 に帰るつもりなのか詳 しくメールを送って ください,(K50〕

いつ 目本 に帰 るつ もりか私にお しゃって くれれば、その 日程に合わせて ソウルの案

内 させていただきます.(K11)

い つ 日本 に帰るつ もりか聞かせて くだ さい。(K13〉

相 手の意思 を 「～つ もり」 を用いて直接聞 くこ とは、相手 レベ ルー1の 人に対 しては失

礼 にな らない場 合が多いが、相手 レベ ル+1の 人には私的領域 に強 く踏み込んだ質問 とな

り、失礼 になる。「～たい」 の場合 は、連体修 飾が可能 であるが 、「～つ もり」 を使用す る

とそれが難 しい・ ト つ もり」 は 「です/で すか」 と組 み合 わせ て使用す る表現 方法 しか

ないため に、 「～たい」 の使用方法 とは異な り、敬語 を併用 して も失礼 さは回避 する こと

がで きない。

5.2事 柄 レベル

ア ンケー ト結果の中 に、語彙の不 適切 な使用 を除 き、聞 く内容で相手 に少 し失礼 な感 じ

を与 える可能性が ある項 目がい くつか見 られた。以下 に挙 げる6つ の項 目は、既 に分析 し

た 「意思」や 「希望」のように制限は強 くない と思われるため、当然 これ らの項 目に関 し

ては、個人そ れぞれの受 け取 り方や感 じ方 も異 なるであろ う。 しか し、今回の ように、 コ

ミュニケーシ ョンの手段 がメールであ る場合 には、同 じ質問内容であ って も会話のや りと

りの 中で行 う質問 とは感 じ方が異なる ことがあ るので、特 に日本語学習者 には難 しい と思

われるが、待遇表現 を考える上では事柄 レベ ルでの失礼な要素の方が 「コ トバ」 レベル よ

りも重要であ る と考 えられる。

(1)相 手の帰国予定を詳細に聞いている例

① 相乎の帰国予定を直接的に聞いている例

1 目本にはヒ)=2帰 ります.か。(K1①

2 ところで、先生方は』.エ2日本 にお帰 りな ります豊}。(K3の

3 辻2日 本に帰る予定でございますか?(K71)

4 ところで、 日本にお戻 りになるのはいっですか。(K67〉『四皿 ㎜

5 また、』皿 日本 にお帰 りになるのか も教 鑑エ くだ さい。(K6D

6 口本の帰国予定 口はビ2で しょうか。 お知 らせ くだ さい。(K1)

7 いっ予定終えてli本 にお帰 りにな りますか,お 知 らせ くだ さい。(作 例)㎜ ㎜ 心

メールの返事 に 「いつ ・甲・か?」 の表現 で直接 相手の帰国意思 を尋 ねた り(例1～4)、

また、「いつ 一 ■教 えて」、「いつ … お知 らせ」、 とい う表現 を用いて、相手 に帰国 に
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対す る回答 を要求す る(例5、6〉 ような聞 き方 を した場 合、相手 に よっては、 出国前に

帰国 日を聞 かれていることに対 して、失礼であ ると感 じるか もしれない。 また、文章で質

問す る場 合 には、聞 き方だけでな く接 続詞 σ)使い方(例2、4〉 に よって も相手 が受け取

る印象 はず いぶ ん異 なると考 えられ ることか ら、接 続詞の選択 に も配慮が必要であ る・そ

れか ら、作例 の ような直接的 な質問で も、敬語 を使用するこ とで失礼 な感 じをほ とんど無

くす こ ともで きる・そオしか ら、"い つ"と"か?"の 間 に修飾す る言葉 などが 多 く入 るこ

とで も失礼 な感 じが弱 まるの ではない だろ うか。

② 相手の帰国予定を間接的に聞いている例

1 いつまで聾倒 に触皇2.上8レ)叢 すか。(K15)

2 また、.と立止 では何 目のご溢在 ですか。(K78)

3 また、韓国には どの くらいい らっ しゃる.予定ですか。(K75)

4 それか ら、盤国での ご予定はと.Σ2送エ で しょうか。(K36)

上記 の例は、先 生が 日本 に 「帰る」こ とを直接聞かず に、韓国 に 「い る、滞在する こと」、

つ ま り、 自分 との関わ りが あるこ とに焦点 を当てた表現 に してい る。結果的 には、「先 生

はいつ 日本 にお帰 りにな りますか」 とい う質問 と同 じ回答が得 られるであろ うが、 この よ

うな質問方法 を用いる ことで、丁寧 さを保ち失礼 さ を感 じさせ ない。

(2〉相手の日程を詳細に聞いている例

① 相手の日程を具体的に聞いている例

1

2

3

4

ちょっと基悠飽 な日程をお願い します。(K5)

先生の詳しい口程を教えていただけませんか? (K21)

もっと詳細 な事情をおっ しゃってくださればよろしい と思います。(K68〉

先 生のお 日程表についてお聞き したいですが、よろ しいで しょうか。(K60)

今 回 の アンケー トの設定内容か ら考 えれば、メールの返信者 は先生の ソウル案内 を引 き

受けてい るので、先生のソウルでの 日程について質問をす ること自体はそれほ ど失礼では

ない と思われ るが、上記の例の ように相手の予定 を詳細 に聞いているこ とと、それに対 す

る回答 を求めてい ることで、失礼だ と感 じられる。

② 相手の 日程を間接的に聞いている例

1 韓国での 目程はもうお決ま りで しょうか。(K48)・一 ・一 ㎜

2 こち らでのスケジュールはすでにお決ま りで しょうか。(作 例〉
P■ 　 一目目

3 H希呈などもう齢法勲 一で しょう血。(作 例)

上記の例は、間接的に 「お決まり か」 という表現で相手の予定をおおまかに聞く
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表現 に留 めていることや、 日程 を 「教えてほ しい」 な どの表現 を付 け加 えて答 え を求める

こ とな く、丁寧 さを保 ちなが ら質問 を している。

(3)相 手に回答を要求 している例

① 直接指示 している例

1

2

3

何が食ぺたいのか、どこへ行 きたいのか、いつ 日本 に帰るつ もりなのか詳 しくメー

ルを送 って くだ さい。(K50)

ま た 、予定はどうなっているのか.貧砲エメールで教えて くだ さい。(K63)

先 生 のお好きな食べ物 と、行かれたい ところな どと二錯 藍返事を書いて ください。

(K77)

返 信 者 は、相手(先 生)の 希望 を叶 えてあげたい とい う気 持 ちでメールを書 いてい ると

思 われるが 、上記 の例の ように 自分が知 りたい こ とに関 して、相手が必ず返事 をする よう

に 〔相手の行動 を促す〉指示(催 促)す る表現の 「一て くだ さい」に、「詳 し く」、「含 め

て」や 「一緒 に」な どを加 えて使用す る ことに より、強要 された ような印象 を与 えて いる。

また、例1の 場合 は、 「～たい」や 「～つ も り」 の使用 と、敬語が使 われてい ないこ とが

さらに失札 な感 じを増 している。

② 問接的にお願いしている例

1 食 べ物や、観光へのご希望をお聞かせ ください.(K72)r目■肖■rr■ 、目■目{冒…目■目■一

2 ご希望を教えていただけると肋些血 ます。(作例)

3 食べ ものや観光へのご希望などぜひお聞かせ くだ さい。(作 例)… 一{愚、愚一㎜ 皿

例2は 、希望 を教 えて くれたら嬉 しい とい うニ ュアンスが感 じられる表現で あ る。また、

希望 を聞いてい るのは、あなたに利益 があるか らではな く、私に利益があ る(私 のために

なる〉 とい うような表現であ るため 、失礼 さを感 じさせ ない。それか ら、例1と3で は、

「希望 を言 う」 とい う表現ではな く、「希望を聞かせ る」 とい う表現 によ り、相手 に 「希望

を言 って もらうことが当然である」 とい うニュア ンスが感 じられるようにす るこ とで、相

手は これ を干渉 されていると感 じるこ とな く、親切 に思 えるので はないだ ろうか。

(4)話 し手 ・聞き手が決定権を持っている例

① 話 し手が決定権を持っている例

1

2

先生、学会が終わった 日に安 国洞 をご案 内 したい と思いますが、よろ しいで しょ う

カ㌔(K28)

先 生 ・卒業生達が是非先生 とお会い したい と言 っているので、最鍛型 巨聾 レス トラ

ンでパーティーを鰻≦.予定です。 〔作例)



この例が少 し問題がある ように感 じるのは、 自分の意見(希 望)(学 会 が終 わ った 日に

案内 を したい、最後の 日にパーテ ィー を開 く予 定)を 相手 に押 しつけていることに起因 し

てい る。本来 なら相手が持つべ き決定権 を話 し手が持 つことか ら 「敬 語表現」 的で はない

と言え る。(蒲 谷他1998〉

② 聞き手が決定権を持っている例

1

2

も し、よろしけれ ば、私の家 にご招待 したいと思いますが、.蟻連.繊猿 に。(作 例)

先 生のご都合のつ く日な ど、 ご連絡いただけれ ば、 ご案内 したいですが、いかがで

すカム。(作 例)

上記の例はいずれ も自分の希望を述べてはいるが、提案に留め、最終的な決定権を相手

に与えることで、丁寧さを保ち失礼な感じを無くしている。

〔5)相 手 にア ドバ イスを している例

① 失礼 な感 じを与えている例

1

2

何が召 し上が りたいので しょうか。おい しい韓国の料理がいっぱいあるので、考え

ておいたほ うがよろしいと思います。(K70)

せ っか く韓国 にい らっしゃったのですか ら、何か美味 しいものを召 し上がって帰 ら

れた らよろしいか と,髄 丈。(作 例〉

例 に示 した 「忠告 ・助言表現」(蒲 谷 他1998)は 、 「行動」 も1決 定権」 も 「利 益」 も

「相手」 にあ る とい う認識 に基づ く表現で あ るとい う点 に特 色 を持 ち、基 本的 には相手 レ

ベ ル+1の 人には使 いに くい表現 である。 さらに、「忠告・助言表現」 を考える時には、相

手 レベ ルだけではな く、用件 レベ ルも合わせて考 える必要があ り、用件 レベルには当然性

が高 い もの(例:教 師一学生 、医者→患者、上司一部下、な ど)と 当然性が低い ものに分

け られる。 この ため、例 え相手 レベ ルが+1で あ る先 生 に対 して 、「な さった ほうが よろ

しいです よ。」 とい う適切な 「敬語表現」 を用 いたと して も、「忠告 ・助言」に対 する 「当

然性」が低 い場 合には、適切 な 「敬語表現」 にはならないと言 える。

② 失礼な感じを与えていない例

1

2

先生、今 ソウルは大変寒 いのでございます。いらっ しゃる時には寒 くないようず い

ぶん服 をご用,む1して くだ さるよ うお願いいたします。 〔K3)

先 生 、両捧は韓国の空港 でも、銀行で も同 じレー トで鯵え られます し、ホテルで も

変わ りませ んので、両替についてはご心配 なさらないで下さい。(作 例)

上記の例は、自分がア ドバイスできる立場であると考えられるため、この場合には失礼
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にな らない。韓 国人とい う立場 か ら、韓 国を初めて訪 ねる相手 を気遣 って、適切 なア ドバ

イスを しているので、失礼な感 じは しない。

5.3韓 国 人 日本語学習者の母語の影 響による失礼 な表現

(1)「 ～ てあげる」 を使川 している例

補助動詞 と しての ト(し)て あ げる」 は、主語 が行 う行為が相手 にとって利益 となる

とい う前提 で使 われる表現であるため、相手 レベ ル+1の 人にこの ような表現 を使 うと丁

寧 さの原理(蒲 谷他1998)に 反 する こととな り失礼 になる。

一方
、相手 レベ ルー1の 人に 「～(し 〉てあ げる」 とい う表現 を使用 した場合 には、親

切 な感 じがす ることもあ り、失礼 な表現 にはな りに くい。特 に、今回の アンケー トの設定

内容 か ら考 え ると、卜(し 〉 てあ げる」 とい う表現 を友 人に使 うこ とによ り、相手 の初

めての訪問 に対す る不安 を無 くし安心 させ る効果 も期 待で きるが、相手 レベル+1の 人 に

「～(し)て あ げる」 という表現 を使用す る と、 自分が意 図 した こ ととは逆 に、相手 に不

快感 を与 えた り、案内 してもらうことに対 して負担 を感 じる恐 れ もあ る。 この表現 は韓国

語で は何の問題 も引 き起 こさない好 意 を表す 表現 の一 つであ るが、 日本語 でその まま使用

す ると、逆 に失礼な表現 になって しまう。

韓国語的 な発想か らすれば、「案内 します」 とい う表現 だけでは物足 りない感 じが す る

かも しれない。そ こで、韓国語での 「～(し)て あげたい」 とい う表現 を日本語 に置 き換

える場 合 には、恩恵 の意味が含 まれ る 「あげ る」 を使用せ ず に、 卜(し)た い と思 う」

とい う表現 を用いた方が、誤解 を招 くことは少 ない。特 に、+1レ ベルで問題 になる この

表現は、韓国人 日本語学習者 が注意 しなければな らない表現 の一つである。

① 失礼な表現になる問題例

1

2

3

韓 国 へいらっ しゃった ら、い ろいろ紹介 レてあげたいです。(K50)

面 白い ところたくさん紹介 してあげますか ら、楽 しみに してください。(作 例)

色々なところ案内..Lエあぜな.kΣ登丈。(作例)

② 失礼になる問題が解消された例

1
韓国へい らっしゃった ら、色々な ところ へ ご案内 したい と思いますが、いかがです

カ・D(f乍例)

上 記の例の ように、相手に ト(し)て あげ る」 とい う表現 を用 いるこ とを避 け、 自分が

「その よ うに したい」 とい う表現 にする ことで、丁寧 さを保 ちなが ら白分 の希望 を伝 えて

いる。
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(2)二 人称代名詞 「あなた」の使用による間題例

1

2

魚 な良が 早 く来て ・緒に時問を過 ごす ことを今、楽 しみに している。

まず、あな なが学会が終わった ら、私 に電話かけて くれれ ば迎えに行 くよ。(KH>

とこ ろが、あなな韓国に来た ら特に食べてみたい料理 とかある?(阻9)

今 回 は友達の名前 を指定せ ず に用紙 にOOさ んへ と記入 しア ンケー トを実施 したため

に、「あ なた」や 「君」 とい う呼 び方が文の 途中に突然用 い られた り、一つの文章の中で

呼 び方が変化す る例 も見られた。 しか し、 これはア ンケー トの表現 に影響 された とい うよ

り、韓国語の直訳 によるもの と考 えられ、同 じ二 人称代名詞である 「あなた」においては、

日本語 と韓 国語 で使用方法が異 なる との認識が必要であ る。そ れは、 日本語の 「あ なた」

という言葉 は、失礼な感 じを与 えやすい代名詞であるこ とを韓 国人日本語学習者 に認識 さ

せ る必要があ る。

ここに示 した例は、友達へ の返事であ る・ この ように、韓 国語の 「司(neQ〉 」 のつ も り

で 日本語の 「あ なた」 を使 うと不 自然 な場合や、失礼 に感 じる場合が見 られた。

(3)自 称詞 「私」の不適切な使用例

1

2

先生 も召 し上がったことがあると思 うんですが、私が有名な店 を分かっているから、

先生を招待 したいです。(K2)

特 に行 きたい ところがあるのだ ったら、私に話 して くだ さい。私 も調べておきます。

(Ki7〉

今 回のアンケー トは、韓 国を初めて訪問す る先生を案 内する約束 を している ことを前提

に記 入を依 頼 した。 この ように案内す る人 と案内 される人が1対1で メールの や り取 りし

ている場合 には、「私が」や 「私 に」 とい う言葉 を用 いた表現 は、「璽 あ なたのために…

・を してあげ る」 とい う意味が含 まれて しまう恐れが ある。 このため に相手 に しつ こい、

または、負担 を感 じさせ るこ ともあ り得る と同時 に違和感 も与 えて しまう・このことか ら、

例の ような韓 国語的 な表現 は、せ っか くの気持 ちを相手に伝わ りに くくして しまう。 しか

し、韓国語母語話者 はおそ らく、「私」 とい う言葉で、熱意や責任 を相手 に伝 え ようして

いるだけの単純 な意図 しかない と思 われる・既 に韓国人 日本語学 習者 の発話における人称

詞の過剰使用 は母 語の影響 であ ると指摘 している(鄭2002)よ うに、今回の アンケー ト

も韓国人 日本語学習者 による 日本語 の文章 には、 この ような表現が散見 されるの も母語 の

影響である と考 えられる。

6.分 析結果の まとめ

分析 した結果から、制限の強い領域にある相手の 「意思」や 「希望」を引き出すことは

常に失礼さにつながるのではな く、表現の工夫や敬語の使用次第では失礼さを軽減 したり、

回避することも可能であることが考察の結果から明らかになった。 また、「意思」や 「希
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望」 ほ ど制限が強 くな くて も、相手の私的領域 にあ る事柄 について聞 くことは柑手 に失礼

な感 じを与 えているこ とも分か った。以下 にその結果 をまとめる。

(1〉 相手 レベル+1グ)人 の 「希望」 を直接尋 ねてい る文が失礼にな らないため には、次

の ことに注意す る。

① 「～たい」 を使用す る場合 には、文末で言い切 りの形では な く文巾で連体修飾の

形で使用 する。 または、敬語 を併用す る。

② 「特 に」 や 「一番」の ような副詞 を併用す るこ とによ り、希望の範囲 を狭め、相

手の私的領域 に路み込 むこ とを最小限 に抑 える。

(2)「 ～ つ もり」 を用 いて相手 の 「意思」 を聞 く表現 は、いかなる敬語 と併用 して も、

また表現 に工夫 を加 えて も、 目上の人 に対 して は失礼 とな り丁寧 さを欠 くことにな

る。 この ことか ら、相手 レベ ル+1の 人の 「意思」は問接 的に聞 くか、必要 に迫 ら

れた時以外 は聞 くことを避け るな ど、失礼 にな らない配慮が必 要である。

(3)「 た い」 や 「一つ もり」 を使用す るこ とな く、梱手 レベ ル+1の 人の意思 ・希望 を

引 き出 している学習者の工夫内容 を以下 に示す。

① 可能な限 り具体的な質問 を避 け、広範 囲に、かつ、おおまか に希望 を聞 く。

② 質問の焦点を意思や希望 か ら移 し、 問接的 に質問をす る。

(4)失 礼 な感 じを与 えている文例 と母語 には次の関係が見 られた。

韓 国人 日本語学習者の特 徴 とも言える表現の中で、「(し〉てあげる」 とい う表現 を

用 いた り、相手 を 「あなた」 と呼ぶ こ とや、 自称詞 「私」の 過剰 使用 な ど、失礼

さにつ なが る表現のほ とん どが、母 語の直訳 、あ るいは母語 の影響 である と考 えら

れる結果が得 られた。

以上 ア ンケー ト結果 をまとめたが、失礼だ と感 じる ことは絶対 的ではな く、個人差やそ

の状況 な どによ り、感 じ方が異なる ことに も注意する必 要がある。

相手 の私的領域 に踏み込 むことは一般的に失礼 にな ると考え られる。 しか し、来 日する

予定 や帰 国する予定 など、私的領域 にある行動 日程 を聞いた方が、その計画 を正確 に滞 り

な く遂 行で きることなどか ら、心 配 をな くし安 心につながる場 合には、か えって聞いて く

れた方 が(私 的領域 に踏み込む方が)丁 寧にな る場 合 もあ る。 この ようにその場 面、その

状況 に よっては、失礼 さを与えない場 合 も考え られる。

また、私的領域 にもその踏み込 む強 さに段 階があ り、同 じ疑問文 を使用 して も、私的領

域 に踏 み込 んだ失礼 だと感 じる聞 き手がある…方、直接 質問するのは失礼 になるので、私

的領域 に触 れない ように配慮 した質問をする ことに よって、逆に回 りくどい質問になるこ

とか ら、的 を得ない疑 問文 とな り不快 感を与 えて しまう場合 もある。英語 の表現 などでは、

ス トレー トに聞 くことは失礼にな らない と言われている。

同 じ疑問文 、表現 によって も、聞 き手 個人の受け取 り方や感 じ方 も異 なるの は当然 のこ

とであ ろう。 また、話 し言葉ではイ ン トネーシ ョンや表情 な どで失礼 さをカバ ーで きる場

合 もあるが 、今回の ように、文章 になる と同 じ表現 で も失礼 に感 じること もあ る。

7.日 本語教育への提案

今回の アンケー ト調査で、相手 の意、患 ・希望 を尋 ねる時 に失礼 になる要素や韓国 人 日本
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語学習者の問題点が明らかになった。韓国人日本語学習者の場合、日本語 と韓国語の言語

形式が類似 していることに起囚して、無意識に用いた言葉や表現が意外なところで失礼な

表現として現れていた。例えば韓国語の場合には、「一(し 〉てあげる」や ト(し)て

さしあげます」という表現を、親切 さ、あるいは丁寧さを表すために使用することがある

が、韓国人日本語学習者はこの表現を日本語に置き換えて使用 している例がアンケー トの

結果で見られた。また、目上の人に対 して、終助詞の 「よ」など、日本語では不適切と考

えられる表現も、韓国人日本語学習者に多く見 られた。「お楽 しみになってもいいですよ。

(K50〉 先生が召 し上が りたい料理 とか行 きたい ところがあったら教 えて くださいよ。

(K67)な ど」 このように、日本語学習に有利と言われている韓国譜母語話者ではあるが、

思わぬところで、韓国語では 失礼にならない表現が、逆に日本語では相手に失礼な印象

を与えて しまう恐れがあるということが分かった。

今回のアンケー トの設定内容から、アンケー トの協力者は相手の私的領域に踏み込んだ

質問をしなければならない状況に置かれていた。韓国の社会では、相手の私的領域に踏み

込む質問や会話 をすることにより親切 さや親密感を相手に表すこともあるため、このよ

うな発想による韓国語の表現がそのまま日本語の表現に使われているのではないかと思わ

れる。このことから韓国語では相手の私的領域 に踏み込むこと、プライベー トに関わる質

問をすることが失礼さにつながることは少な く、逆に親密な関係を築 く糸口となるなど、

考えの相違があ り失礼な表現に対する認識が両言語で異なる。このような表現について、

任 ・井出(2000)と 新屋(2003)は 、韓国人の会話内容に 「初対面の相手に恋人の有無を

聞 く、年齢を聞 く、給料を聞く」などの特徴があることを報告 している。このことから、

文化や習慣の異なる部分を認識すると共 に、失礼にならない表現にもそれを反映する必要

があると考えられる。

日本語学習者はこのように言語の特徴を理解すると共 に、失礼になる表現に対 して認識

し、失礼にならないように発話に気 をつけるなど、丁寧な表現を習得するまでには相当な

時問を要するであろう。その上、発話内容が多少失礼であっても、それを指摘 されない場

合 も多く、日本語が上達すると、なおさら注意をしてもらえない。

「コトバ」 レベルで失礼になる要素は、いずれも学習の初級段階で習得する表現であ り、

教科書で多くの知識を得る海外の日本語学習者にとって、教科書の内容そのものが実際の

コミュニケーションの場において活用される可能性 は高いと思われる。教科書の会話の設

定では親 しい友人関係の会話であっても、学習者はそれを応用して、文末に 「です/ま す」

を付加するなどして、1.II上の人にも同 じ表現を用いて質問することが十分に考えられる。

現在、韓国で行われている多くの授業はコミュニケーションに重きを置いた教育とはか

け離れているため、語彙や文法に関する能力は高 くても、適切な場面で適切な表現が使え

ない学習者も多いと思われる。このような問題を改善するためには、会話モデルとして教

科書の本文に登場 している人物の関係や、会話が行われている場面などに対する理解、そ

して、最後に、その言語が使われている社会の習慣 など、さまざまな知識も理解する必要

があると言える。これらの要因が言語表現において大きな違いをもた らす原因となること

から、学習者は、それを理解することが必要になる。アンケー トの結果か らも分かるよう

に、「コ トバ」 レベルで失礼になる要素よりも事柄 レベルで失礼になる要素が多 く、その

適切な使用方法の習得は特に学習者 には難しい。「コトバ」 レベルで失礼になる要素は、
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そのコ トバの使用を避けることで回避することができるため、比較的単純な作業で失礼さ

をな くすことが可能である。しかし、事柄 レベルでの失礼な要素は、個人それぞれの認識

や・社会観念によっても、失礼 さに対する意識は異なるので、それぞれ異なる言語背景を

もつ学習者がそれを判断するのは困難であると思われる。このことは、上手に相手の 「意

思」や 「希望」を引 き出している学習者の滞在期問と学習期問は、さほど相関がなかった

という分析結果からも理解できる。

韓国人日本語学習者における望 ましい日本語の指導とは、単に言語形式を対照するだけ

ではな く・語用論的制約(例 えぱ、何を聞くべきか、何を聞 くべきではないか、など)も

同時に対照 しなが ら指導するこ とが必要であ る。丁寧な発話 とは、「敬語を用いて話すこ

と」とい う考え方か ら、「失礼にならない発話」 を身につけるという意識の転換 も必要で

あ り、そのためには、初級の段階から待遇コミュニケーション(蒲 谷他2003〉 教育 が必

要であると言える。

8.お わ り に

今回、私的領域の中でも制限の強い意思 ・希望表現に焦点を当て、韓国人日本語学習者

に対 してアンケー ト調査を進め、その表現方法について分析 した。ここにまとめた結果は、

文章全体からの判断ではなく、相手の意思 ・希望を引き出している文章の一部分だけを取

り上げ、分析 したものであるが、例の中には、失礼な表現を用いて相手の意思 ・希望を引

き出しているが、文章全体の流れから判断するとそれほど失礼とは感 じない例 も見られた。

このことから全体の表現について分析することも今後の課題 として残 されたが、韓国人日

本語学習者の失礼な表現 とそれを回避する方法についてまとめたことは、日本語学習者へ

の効率的な学習方法について、第一歩ではあるが提案をすることができた。

主
、
辱
ノ

1私 的 領 域 とは 、 聞 き手 の 欲 求 ・願 望 ・意志 ・感 ～舌な ど、 個 人 の ア イ デ ンテ ィテfに 深 く閃わ る領

域 で あ る 。(鈴 木1989)

2柵 手 レベ ル とは 、「敬話 表現」 を 考え る 枠 組 み と して 、「帽 手」 の 位 置づ け(L下 閃 係 と親 疎 閃 係)

をす る た め の もの であ る.〔 蒲 谷 他1998)
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